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4．実証内容詳細

328

• 開発内容

• 現場実証

• 効果検証指標・手法
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4．実証内容詳細

329

• 開発内容

• 現場実証

• 効果検証指標・手法
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開発スケジュール

4．開発内容｜開発サマリー
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・各協力者と連携し、設計〜開発を推進

・見取りの上で必要なデータをディスカッションにより方
針検討。各論点・現場課題について専門家の知見を共有い
ただき、設計へ反映。
・専門家の助言を基に、見取りと指導のアドバイスシート
を設計。また、担任が一人で抱え込まないようにするため、
アドバイスの対象者を担任だけでなく、管理職、日本語指
導担当、教科担当等にも広げる工夫を行った。

・データ変換RAG、ハイブリッド検索、多階層処理な
どを組み入れることで、分野特化の生成AI環境を開発。

・アンケート、インタビュー結果を取り入れ
複数回のチューニング実施し、精度を調整。
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開発体制

4．開発内容｜開発体制

331

・推進委員、各種アドバイザー(※)の方々から専門知、現場課題・状況を連携いただき事業推進

富士通Japan

■実証事業推進支援（論点整理、アドバイザー調整等）

■教師データ設計支援

■教師データ作成

■アンケート設計支援

■アンケート、インタビュー実施

推進委員

多文化多言語アドバイザー

アノテーションアドバイザー

フィールドアドバイザー

■実証事業推進

■システム開発

連携

※推進委員や各アドバイザーの詳細については、ステークホルダー一覧(次ページ)参照
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4．開発内容｜開発体制
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教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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多文化多言語アドバイザー

フィールドアドバイザー

No. 氏名 所属 肩書

1 北野 賢一 大阪府教育庁教育振興室高等学校課 首席指導主事

2 山本 佐和子 大阪府教育庁市町村教育室小中学校課 首席指導主事

3 横溝 亮 横浜市教育委員会事務局 指導主事

4 朝倉 大 西尾市教育委員会学校教育課 指導主事

5 田嶋 麻理子 川崎市教育委員会事務局 教育政策室 人権・多
文化共生教育担当

6 根田 もゆる 川崎市教育委員会事務局 教育政策室 人権・多
文化共生教育担当

7 平吹 洋子 豊田市教育委員会 豊田市外国人児童生徒
等教育アドバイザー

プロジェクト推進委員

No. 氏名 所属 肩書

1 櫻井 千穂 大阪大学大学院人文学研究科 准教授

2 小島 祥美 東京外国語大学
多言語多文化共生センター長
/准教授

3 佐野 愛子 立命館大学文学部 教授

No. 氏名 所属 肩書 専門文化・言語

1 清水 政明 大阪大学大学院人文学研究科 外国学専攻長・教授 ベトナム語

2 筒井 佐代 大阪大学大学院人文学研究科 外国語学部長・教授 日本語

3 酒井 裕美 大阪大学大学院人文学研究科 教授 朝鮮語

4 菅原 由美 大阪大学大学院人文学研究科 教授 インドネシア語

5 村上 忠良 大阪大学大学院人文学研究科 教授 タイ語

6 横井 幸子 大阪大学大学院人文学研究科 教授 ロシア語

7 江口 清子 大阪大学大学院人文学研究科 准教授 ハンガリー語

8 大塚 行誠 大阪大学大学院人文学研究科 准教授 ビルマ語

9 矢元 貴美 大阪大学大学院人文学研究科 准教授 フィリピン語

10 近藤 美佳 大阪大学大学院人文学研究科 講師 ベトナム語

11 鳥越 慎太郎 大阪大学大学院人文学研究科 講師 ポルトガル語

12 菅原 裕輝 大阪大学大学院人文学研究科 講師 -

委員長・副委員長

ステークホルダー一覧（1/2）
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教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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アノテーションアドバイザー

No. 氏名 所属 肩書

1 和泉元 千春 奈良教育大学 教授

2 今澤 悌 甲府市立伊勢小学校 教諭

3 江口 修三 呉市立白岳小学校 国際教室担任

4
榎井 縁 藍野大学 学科長補佐/ 教授

5 大菅 佐妃子 豊田市教育委員会 ことばの教室 室長

6 川上 さくら 大阪府立大阪わかば高等学校 多文化日本語担当

7 川田 麻記 桜美林大学リベラルアーツ学群 准教授

8
菊池 寛子 西尾市教育委員会 学校教育課 日本語教育指導アドバイ

ザー

9 北場 夏紀 兵庫県立芦屋国際中等教育学校 教諭

10 甲田 菜津美 大阪府立大阪わかば高等学校 教諭

11 重井 アマンダ ジメネス フリーランス 家庭教師

12 髙橋 美奈子 琉球大学 准教授

13 田川 ひかり 大阪府立大阪わかば高等学校 教諭

14
ダグラス 昌子

カリフォルニア州立大学ロングビー
チ校

名誉教授

15 立山 愛 別府市立別府中央小学校 日本語指導員

No. 氏名 所属 肩書

16 田 慧昕 大阪府立大阪わかば高等学校 常勤講師

17
天願 千里佳 北谷町教育委員会 日本語指導学習支援業務員

18
中石 ゆうこ 県立広島大学 大学教育実践センター 准教授

19 中島 和子 トロント大学 名誉教授

20 野入 はる香 豊田市立保見中学校 教諭

21 花島 健司 港区立麻布小学校 主任教諭

22 東 恵子 さぽうと21 学習支援ボランティア

23
真嶋 潤子 大阪大学/ 国際交流基金関西国際セン

ター
名誉教授/ 所長

24 松崎 かおり 大阪大学大学院人文学研究科 博士後期課程

25 松田 真希子 東京都立大学 教授

26 丸山 多賀子 兵庫県立芦屋国際中等教育学校 日本語講師

27 森山 玲子 大阪府立大阪わかば高等学校 教諭

28
山岸 道明 横浜市立横浜サイエンスフロンティア

高等学校
副校長

29 山下 直子 鹿児島市立名山小学校 日本語指導協力者

30 吉田 美穂 弘前大学大学院教育学研究科 教授

31 李 光曦 大阪経済法科大学 准教授

32 和田 さとみ 岐阜県立東濃高校 国際部部長

4．開発内容｜開発体制

ステークホルダー一覧（2/2）
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有識者との具体的なやり取りとシステムへの反映

4．開発内容｜開発体制
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教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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・見取りの上で必要なデータ、各論点・現場課題
についてディスカッションにより方針検討 ・実装状況、アンケートに向けて準備 ・アンケート、チューニング結果を認識合わせ

✓ 見取り・アドバイスに必要な項目を専門家とと
もに洗い出し、「見取りと指導のアドバイス
シート」のフォーマットを設計。

✓ 多文化多言語の子ども達の対応をしている実際
の学校現場や教育委員会様主催の研修に同席さ
せていただき、現場課題(As-Is)と目指すべき姿
(To-Be)を現場目線でアップデート

✓ 不適切なアドバイス例や、特に配慮・慎重な判
断が必要なケースに関する知見を整理し、要調
整アドバイスリストと特記事項リストを作成

✓ As-Is To-Be像を踏まえ本実証の評価軸を
①「ことばの力のものさし」
②「見取りと指導のアドバイスシート」
③「生成AI」
の三軸と定め、それぞれの有効性・課題を測る
アンケート案を専門家と共同で設計。

✓ データのバリエーションを増やし、評価・
チューニングを実施。汎用LLMとの比較実施

✓ 実証フィールドの教育委員会ご担当者様とアン
ケート結果、今回の実証成果についてインタ
ビューを実施

✓ 「分量が多い」「入力負担が大きい」といった
現場の声を踏まえ、今後の課題を整理（成果報
告書 P.61~62参照）

有識者との協働による設計と、現場ニーズを踏まえた今後の課題整理を実施

チューニング・評価フェーズ設計フェーズ 開発フェーズ
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収集・利用データ

4．開発内容｜データ

335

# 利用データ データ取得元利用用途・目的（教育的効果）

1
ことばの力のも
のさし

文部科学省

2

見取りと指導の
アドバイスシー
ト

アノテーションアドバイ
ザー

ステージ・ステップに応じた子どもの特徴(第３章)の
活用のため

テップ評価、および具体的なアドバイス」の事例を、
教師データとして活用するため

3
言語の特性レ
ポート

多文化多言語アドバイザー
子どもの母語が持つ言語的・文化的特性を考慮したア
ドバイスを生成するため

4 特記事項リスト
弊社
（本実証にて作成）

特に配慮すべき事項に関するアドバイスを生成するた
め

5
要調整アドバイ
スリスト

弊社
（本実証にて作成）

アドバイスの中から、子どもの状況や背景に合わない
不適切なものを検出し、調整するため

加工方法

ステージ、ステップをそれ
ぞれ特徴毎にCSV形式で利用

項目ごとにCSV形式で利用

言語ごとにファイル分割
区分ごとにJSON形式で利用

区分ごとにJSON形式で利用

区分ごとにJSON形式で利用

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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データ管理、個人情報管理、アクセス権、セキュリティへの対応

4．開発内容｜管理

336

データ管理

・弊社開発プラットフォーム（Fujitsu Developers Platform）、非公開のクラウド領域およびにて適切に管理
・クラウドシステム構築時に日本リージョンにおける構築、オプトアウト申請、日本リージョン内のモデル選定など
データ流出への対処を実施
・データ利用にあたり各種関係者に対するデータ利用の許諾を取得

個人情報管理
・実証内において個人情報を扱わない、提供しないことを関係者間を確認
・データ受領時に意図しない個人情報の混入および、複合個人情報の混入がない事を確認
・社内監査にて、個人情報取り扱いにならないことをチェック（社内ガイドライン確認）

アクセス管理
・プロジェクト参画者のみへのアカウント払い出し、プロジェクト離脱者は随時削除。月次でメンバ棚卸を実施
・管理者、開発者、オブザーバーなど実証事業における権限グループを作成し、アクセス可能範囲を管理

セキュリティ対策
・作業実施者に対する弊社セキュリティルール準拠の徹底（作業端末特定、作業場所特定、各種パッチ適用など）
・パスワードポリシー、多要素認証必須などなりすまし対策の実施（社内ガイドライン確認）

AIセーフティ対応
・プロジェクト開始時、進行中の各種マイルストーンにおいて、社内監査を実施(プロジェクト品質含む)
・AIセーフティにおけるガイドラインの確認
・AIプロンプト、各種データに有害情報が混入していないことを確認

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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4．開発内容｜システムアーキテクチャ

337

システムアーキテクチャ図

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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4．開発内容｜ロジック図（AIエージェント/データ処理）

338

ロジック図(ステージ算出)

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装

深
い
学
び
の

実
現

多
様
性
の
包

摂

教
職
員
の
負

荷
軽
減

信
頼
性
・
安

全
性
確
保

教
育
特
化
の

デ
ー
タ
準
備

教
職
員
へ
の

有
効
な
支
援

子
供
へ
の
教

育
的
配
慮

開
発
時
の
役

割
分
担

改
善
時
の
役

割
分
担

検
証
観
点

・
手
法



T
B

S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

ジ
ャ
パ
ン

P
o

la
ris.A

I

富
士
通Ja

p
a
n

東
京
書
籍

4．開発内容｜ロジック図（AIエージェント/データ処理）

339

ロジック図(ステップ算出)
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4．開発内容｜ロジック図（AIエージェント/データ処理）

340

ロジック図(目標算出)
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4．開発内容｜ロジック図（AIエージェント/データ処理）

341

ロジック図(全体的なアドバイス)
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4．開発内容｜ロジック図（AIエージェント/データ処理）

342

ロジック図(担任向けアドバイス)
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4．開発内容｜ロジック図（AIエージェント/データ処理）

343

ロジック図(教科担当向けアドバイス)
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4．開発内容｜ロジック図（AIエージェント/データ処理）

344

ロジック図(日本語指導担当向けアドバイス)

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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4．開発内容｜ロジック図（AIエージェント/データ処理）

345

ロジック図(管理職向けの見取りアドバイス)
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4．開発内容｜ロジック図（AIエージェント/データ処理）

346

ロジック図(保護者向けの見取りアドバイス)

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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4．開発内容｜非機能要件一覧（1/7）

347

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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4．開発内容｜非機能要件一覧（2/7）

348
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4．開発内容｜非機能要件一覧（3/7）

349

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装

深
い
学
び
の

実
現

多
様
性
の
包

摂

教
職
員
の
負

荷
軽
減

信
頼
性
・
安

全
性
確
保

教
育
特
化
の

デ
ー
タ
準
備

教
職
員
へ
の

有
効
な
支
援

子
供
へ
の
教

育
的
配
慮

開
発
時
の
役

割
分
担

改
善
時
の
役

割
分
担

検
証
観
点

・
手
法



T
B

S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

ジ
ャ
パ
ン

P
o

la
ris.A

I

富
士
通Ja

p
a
n

東
京
書
籍

4．開発内容｜非機能要件一覧（4/7）

350

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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4．開発内容｜非機能要件一覧（5/7）

351
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4．開発内容｜非機能要件一覧（6/7）

352

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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4．開発内容｜非機能要件一覧（7/7）

353

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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AIセーフティに関する評価観点ガイドへの対応状況 (1/3)

4．開発内容｜非機能要件詳細(AIセーフティへの対応)

354

# 項目
今後サービスインに向けて

必要な取り組み

1

有害情報の出力制御 ユーザが入力した内容に対しチェックする仕組みを
取り入れ、有害情報が検出された際は有害情報箇所
を示し、ユーザ自身で入力データの見直しが出来る
ようにする。

2

偽誤情報の出力・誘導
の防止

「どの教師データ（文書・セクション）を参照して
生成したか」をメタデータとして保持し、必要に応
じて教員が根拠を確認できるようにする。
誤ったアドバイスが現場から報告された場合に、入
力・出力データを検証し、教師データの修正や検索
ロジックの重み付け調整に反映する運用を整備する。

3

公平性と包摂性 教師データ・アドバイス文の中に、特定の国籍・言
語・文化に対するステレオタイプや偏見が含まれて
いないかを定期的にレビューし、必要に応じて修正
するプロセスを整備する。
性別、障害の有無、家庭状況など、多様な背景を持
つ子どもへの配慮がアドバイスに反映されるよう、
教師データの拡充とロジックの見直しを行う。
公平性・包摂性に関するインシデント（不適切な表
現や差別的なアドバイス）が報告された場合のエス
カレーション・是正フローを整備する。

4

ハイリスク利用・目的
外利用への対処

利用規約において、禁止される利用目的（高リスク
利用・目的外利用）を明文化する。
ログを分析し、高リスク利用につながりうるプロン
プトや出力の傾向をモニタリングし、必要に応じて
プロンプト制御・警告機能を強化する。

運用面の取組み

データ入力項目ごとに入れるべきデータの内容、入
力例を示すことで有害情報が登録されない様促す。

ユーザが入力する項目とAIが出力する項目が視覚的
に識別できるようにし、AIにより生成された情報で
ある事を分かるようにする。

多様化が進む社会における多文化多言語の子どもへ
の対応をプロジェクト課題として設定する。
外国ルーツの子ども達の指導に関する専門家の方々
から集めた情報を教師データとして活用する。

本システムは「見取りと指導のアドバイスシート」
を通じて教員の指導観の変容、業務支援を目的とし
ている。（進路決定、成績評価、在留資格の判断な
ど、高リスクな意思決定に関する情報は扱わない）
実証内では特定個人に対するアセスメント・アドバ
イス生成は行っていない。

技術面の取組み

・教師データを元に生成された文言と入力情報の不
一致を検出し、不適切なアドバイスの生成をブロッ
クする。
・出力前に生成された文言が適切な表現になってい
るかチェックする仕組みを入れる。

・教師データを元に生成された文言と入力情報の不
一致（校種、出身など）を生成AIで検出し調整する
ことで、不適切なアドバイスの生成をブロックする。
・システムの設定により教師データ以外からのアド
バイス情報は自動生成しないようにする。

・偏見、差別を助長する回答を避けるための技術的
な工夫として生成AIが教師データを元にした文言生
成、最終出力前の生成情報のチェックなどを取り入
れる。
・ルーツのある国・言語の特性レポートを教師デー
タとして組み込み、文化的背景を踏まえたアドバイ
スが生成されるようにしている。

・教師データの情報を元に文言生成する事で意図せ
ず高リスクな意思決定に関する記述が入り込まない
ようにする。
・出力前に生成された文言が本来の目的に合ってい
るか見直しを行う仕組みを取り入れる事に高リスク
な意思決定に関する記述は入り込まない様にする。

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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AIセーフティに関する評価観点ガイドへの対応状況 (2/3)

4．開発内容｜非機能要件詳細(AIセーフティへの対応)

355

# 項目
今後サービスインに向けて

必要な取り組み

5

プライバシー保護 システム上で個人情報を扱う場合は個人情報保護法
および関連ガイドラインに基づき、プライバシーポ
リシー・利用目的の明示・保管期間・廃棄方法など
を整理し、文書化する。

6

セキュリティ確保 定期的な脆弱性診断・ペネトレーションテストを実
施し、発見された脆弱性に対してパッチ適用・設定
変更などの対策を行う。
インシデント対応手順（検知・封じ込め・復旧・再
発防止）を整備し、万一の情報漏えい等に備える。
セキュリティポリシー・運用手順を文書化し、関係
者への教育・訓練を継続的に行う。

7

説明可能性 利用者からのフィードバック（「なぜこの結果にな
るのか分かりにくい」等）を収集し、説明文の改善
やUI上の表示方法の見直しを行う。
ロジック図・仕様書を継続的に更新し、実装とド
キュメントの乖離が生じないよう管理する。
説明可能性に関する外部評価（専門家レビュー等）
を受け、必要に応じて改善する。

8

ロバスト性 モデルや教師データの更新時に回帰テストを行い、
既存ケースに対する性能が劣化していないかを確認
する仕組みを整備する。
ネットワーク障害や外部API障害時に、AI機能が利
用できない場合のフォールバック（従来の紙ベース
の見取り等）を運用として準備する。

運用面の取組み

本実証において、教師データを集める際に個人情報
に関連する項目はあらかじめ入力項目から除外する
事で個人情報を収集しない。
ご提供いただいた教師データのすべてに対し、個人
情報に関する記述がないかチェックを実施する。

実証段階では実証事業者の権限のあるメンバのみに
対してアクセス権を付与する。
パスワードポリシーの適用、多要素認証を必須とし
てなりすましログインのリスクを低減する。

「ステージ」、「ステップ」のアセスメント部分に
おいてそれぞれ算出根拠の項目を設定し、根拠を確
認できるようにする。
判定結果と根拠の組み合わせを教師データとして受
領する。

実証事業において、提示する際は生成AIにより作成
された文言であることを明示すると共に、実証事業
者がシステム操作を行う。
教師データ、生成AIにより出力された文言の確認を
専門家と行う。
チューニングフェーズでは同一入力データによる再
現性確認を行い再現性についての評価を実施する。

技術面の取組み

システム内に個人情報は登録しない。
会話履歴を保持せず、過去の入力情報に遡ることが
できない実装とする。

入力パラメータのチェック処理を組込み、処理毎に
システムが期待しているフォーマット以外の命令は
受け付けない仕組みとする
システムの操作ログ・アクセスログを取得し、不審
なアクセスや異常な利用パターンを検知できるよう
にする。

「ステージ」、「ステップ」の算出においてそれぞ
れアセスメント結果と算出根拠をセットで取得する
様にし、それぞれの結果について妥当性を出力でき
る仕組みとしている。

・教師データを元に文言生成することで、生成AIに
よる推論が入らないようにする。
校種や年齢など条件が明確なものについてはシステ
ム的に判定を行い必要なアドバイスを確実に出力す
る仕組みにする。
入力情報との整合性チェックの仕組みを入れること
で生成AIにより出力されたアドバイスの揺らぎを少
なくする。

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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AIセーフティに関する評価観点ガイドへの対応状況 (3/3)

4．開発内容｜非機能要件詳細(AIセーフティへの対応)

356

# 項目
今後サービスインに向けて

必要な取り組み

9

データ品質 教師データの定期的な見直し（内容の古さ・重複・
矛盾のチェック）を行う運用を整備する。
入力データの品質指標（欠損率、矛盾率など）をモ
ニタリングし、品質が低い場合には入力プロセスや
UIの改善を検討する。
新たな実証フィールド・自治体から得られた知見を
教師データに反映する際、レビュー・承認プロセス
を設けて品質を担保する。

10

検証可能性 実運用データを用いた継続的な評価（例：教員の満
足度、子どもの学びの質の変化、連携のしやすさな
ど）を行い、結果をもとにロジック・UI・教師デー
タを改善するPDCAサイクルを構築する。
検証結果・改善履歴をドキュメントとして蓄積し、
将来のバージョンアップ時に参照できるようにする。
外部の専門家・研究者との共同研究等を通じて、ア
セスメント精度やアドバイスの有効性について第三
者評価を受けることを検討する。

運用面の取組み

実証事業において、教師データは必要な項目の洗い
出し、記載内容の整理、テンプレート準備を行った
うえで作成を行い、教師データとしての統一性、一
貫性を確保。
教師データは専門家により作成。

実証フィールドでのアンケート・インタビューを実
施し、システムの有効性・妥当性を検証する。
「ことばの力のものさし」「見取りと指導のアドバ
イスシート」「生成AI活用」に関する評価項目を整
理し、定量・定性の両面から効果検証を行う運用と
する。

技術面の取組み

ステージ判定やアドバイス生成に有効なデータ項目
（それぞれ19項目、46項目）を特定し、それぞれに
重みづけ行い判定処理を実施。
入力フォームで、選択式項目（校種、学年、ルーツ
の国・言語など）を活用し、自由記述による表記揺
れ・入力ミスを減らす。
教師データの検索には、重要項目への重み付けとハ
イブリッド検索（キーワード＋ベクトル）を用い、
関連性の高いデータを優先的に参照することで、ノ
イズの影響を抑える。
教師データ・言語特性レポート・特記事項リストを
作成し、専門知を適切に出力できるようにする。

ステージ・ステップ・目標算出ロジックやアドバイ
ス生成ロジックをロジック図として明示し、入力か
ら出力までの処理フローを追跡できるようにしてい
る。
AIの判定結果が入力情報に対して妥当な範囲かどう
かをチェックする処理（整合性評価）を組み込み、
検証時にどのケースでどのような調整が行われたか
を確認できるようにする。
汎用LLMとの比較実験（同一ケースに対するアドバ
イスの比較）を行い、本システムの教育特化・専門
性の有効性を検証している。

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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AIセーフティに関する弊社の取組み

4．開発内容｜非機能要件詳細(AIセーフティへの対応)

357

・AI活用するプロジェクトに対し、AI倫理チェック、AIセーフティ評価を実施することでより良いAI社会を目指す

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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AIセーフティに関する弊社の取組み

4．開発内容｜非機能要件詳細(AIセーフティへの対応)

358

・社会動向に合わせ、チェック観点を継続的にアップデート

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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4．実証内容詳細

359

• 開発内容

• 現場実証

• 効果検証指標・手法



T
B

S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

ジ
ャ
パ
ン

P
o

la
ris.A

I

富
士
通Ja

p
a
n

東
京
書
籍

ステークホルダー毎の実証スケジュール

4．現場実証｜現場実証の進め方の全体像

360

実証事業の参画ご協力への正式な手続き
（各種情報の取り扱い、参画期間等の合
意）を準備。

今回の実証事業において、最重要な位置づけとなる教師
データおよび、言語の特性レポートの作成を実施。
また、一部有識者の方々に対し、インタビューを実施。

フィールドアドバイザーの地域における様々
な役割の方々におけるアンケートの実施。ま
た、フィールドアドバイザーへのインタ
ビューの実施。

数多くのご協力者様からご支援いただき、各種データ、アンケート・インタビューによる現場の知見を用いることで実証を推進

【実証事業参画手続き】
【言語の特性レポート作成・教師データ作成
/インタビュー対応】

【アンケート、インタビュー対応】

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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推進委員、各種アドバイザーのプロジェクト参画手続きについて

4．現場実証｜事前説明会・事前研修

361

① 実証事業趣旨、ご依頼予定作業を動画にて事前説明

■実証事業内容ご説明動画（抜粋）

② 委嘱状・承諾書を用いて正式参画の手続きを実施

■委嘱状・承諾書（抜粋）

情報の取り扱いについての注意書きを用い、
利用目的・利用範囲・情報管理を合意

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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教師データ受領について

4．現場実証｜データ授受

362

アドバイザーへ教師データ作成をご依頼

■メールにてフォーマットとサンプルを添付し教師作成をご依頼

入力フォーマット

個人情報の入力について
データ入力時の注意時事項へ明記

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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実証フィールドにおけるアンケート実施について

4．現場実証｜データ授受

363

アドバイザーへ現場アンケート実施をご依頼

■メールにてアンケート収集をご依頼（アドバイザー向け） ■アンケート回答用ページを用意（回答者向け）

サンプルを用意

個人情報の入力について
データ入力時の注意時事項へ明記

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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アドバイザーとのインタビュー実施について

4．現場実証｜インタビュー

364

専門知を持つアドバイザーの方々に対し、アンケート結果・実証状況を意見交換を実施

アジェンダ、確認事項を事前作成
現場課題、AI活用状況など意見交換
（インタビュー資料抜粋）

インタビューの様子
（オンライン/対面）

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装

深
い
学
び
の

実
現

多
様
性
の
包

摂

教
職
員
の
負

荷
軽
減

信
頼
性
・
安

全
性
確
保

教
育
特
化
の

デ
ー
タ
準
備

教
職
員
へ
の

有
効
な
支
援

子
供
へ
の
教

育
的
配
慮

開
発
時
の
役

割
分
担

改
善
時
の
役

割
分
担

検
証
観
点

・
手
法



T
B

S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

ジ
ャ
パ
ン

P
o

la
ris.A

I

富
士
通Ja

p
a
n

東
京
書
籍

4．実証内容詳細

365

• 開発内容詳細

• 現場実証詳細

• 効果検証指標・手法



T
B

S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

ジ
ャ
パ
ン

P
o

la
ris.A

I

富
士
通Ja

p
a
n

東
京
書
籍

実証フィールドでのアンケート、インタビューから情報収集

4．効果検証指標・手法｜サマリー

366

実証フィールド(※)

大阪府

愛知県豊田市

愛知県西尾市

神奈川県横浜市

神奈川県川崎市

Webアンケート

2025/12/8～12/28

インタビュー

2026/1/7

2026/1/7

2026/1/15

2026/1/8

2026/1/13

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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※散在地域として、長野・北海道にも一部協力を依頼
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アンケート、インタビューについて

4．効果検証指標・手法｜アンケート・インタビュー内容

367

アンケート インタビュー

内
容

回
答
/
人
数

推進委員、フィールドアドバイザー、に協力いた
だき、関係者へWebアンケートを実施。アンケー
トは「ことばの力のものさし」関連(27問)(※)、
「見取りと指導のアドバイスシート」(※)関連(21
問)、「生成AI活用」関連(8問)の3カテゴリで全56
問。1～４点＋わからないの選択式設問と自由記
述式の設問で構成。

(※)事前にサンプルデータを提供

326回答

フィールドアドバイザーへ対面/オンラインにて1
～2時間のインタビューを実施。インタビューで
は実証フィールドでの多文化多言語のルーツの子
どもの受入れ状況や、生成AIにて出力したアセス
メント、アドバイスについて意見交換、アンケー
ト結果の共有などを実施。

7名(5自治体)

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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5．まとめと今後の展望

368

• サマリー

• 今後期待されている機能
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INPUTデータの課題

✓ マルチモーダル対応の音声認識による「ことばの力」の評価機能を実装し、教員の入力負荷を軽減し、入力に必要な専門性を補完する。

OUTPUTデータの課題

✓ 見取りと指導のアドバイスシートを画面上に実装し、UI/UXを改善することで、情報の読みやすさを高め、読み解きに必要な教員の専門性を補完する。

教師データの課題

✓ 追加でデータ収集することで、現在網羅できていないケースについても対応できるようにする。
✓ データクレンジングを実施することで、個別最適なアドバイスと汎用的なアドバイスのバランスを最適化する。
✓ 教師データを分析し、少ないデータで精度を維持できる方法を検討する。

残課題対応と目指すべき姿についてのサマリー

5．まとめと今後の展望｜サマリー

369

課題対応

実証で得られた知見から見えた「次に目指すべき姿」

AIセーフティガイドラインへの対応
• 教育現場で安心・安全に利用してもらうため、AI倫理・AIセーフティへの対応は必須。

教員の能力拡張を促すAI
• AIは、教員の作業を単に代替するツールではなく、教員の専門性を補完・拡張するパートナーとして機能することが求められる。

（詳細は「5．まとめと今後の展望｜今後期待されている機能」参照）

今後のサービスインに向けては、第三章で示した課題への対応に加え、

本実証で得られた知見から、AIセーフティガイドラインへの準拠と、教員の能力拡張を促す役割としてAIを位置づける必要性が明らかになった。

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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AI機能充実

データ拡充

UI/UX改善
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見取りと指導のアドバイスシートにおける利便性・視認性の向上

5．まとめと今後の展望｜今後期待されている機能

370

• 忙しい教員も読みやすいUI/UX
⇒「自分が今読みたい部分」をすぐに読める構成（担任／日本語指導担当／管理職など）

• 多文化多言語の子どもへの指導経験が浅い教員でも使いこなせるUI/UX
⇒判定されたステージやステップについてクリックすると、「ことばの力のものさし」にて説明されている記述文を確認することができる仕組み。

※画面イメージ（検討中）

第三章に示したOUTPUTの課題（情報量が多い、「ことばの力のものさし」の理解が必要）といった課題に対して、

アドバイスシートのUI/UXを改善し、利便性を高めていくことを検討。

本実証の見取りと指導のアドバイスシート

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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UI/UX改善データ拡充
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今後期待されている具体的な機能と将来的な役割

371

現場から求められる具体的な機能（インタビュー、アンケートより）

母語の力のアセスメントは難しいので
AIによる支援の仕組みが整うと現場の助け
になると思う。

5．まとめと今後の展望｜今後期待されている機能

最終的にクラスで実践するのは教員である。
AIが準備段階を担うことで、教員は「どうすれば効果的
な活動ができるか」という実践面に力を注ぎ、自身のス
キルを上げていくことが重要である。

目の前の子どもが何に困っているのか見抜くことができ
れば、正しい支援ができるはずである。
環境整備や意識改革が急務である。

マルチモーダル対応の音声認識
による、ことばの力の評価機能

現場からは具体的な『機能』の充実が求められる一方、将来的には、教員の専門性を支えるパートナーとしてのAIを目指す。

AIが目指すべき本質的な役割（将来の在り方）

母語による見取りの支援

教員の習熟度や状況によってみるべき情報
や情報量も変わってくるので、一度にすべ
ての情報が出力されるのではなく、教員が
情報を選択して確認できる仕組みがあると
良い。

教員の習熟度に合わせて
表示情報のレベルや量を

調整できるUI/UX

情報量の最適化と直感的なレイアウト

重要な個所は太字になると良い。 視覚的に読みやすいUIデザイン

指導の準備段階（カリキュラムの作成等）を担うAI

教員の「子どもを見抜く力」を最大限に引き出すAI

教員が多文化多言語の子どもを的確に見取り、
その実態に応じた指導を実施・専門性向上

多文化多言語の子どもを誰一人取り残さない教育

教育課題解決 技術的工夫 サービス実装
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AI機能充実
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Appendix

372

• アンケート設問一覧

• アンケート回答
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アンケート設問

Appendix｜アンケート設問一覧
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アンケート設問

374

携わっている支援の基本情報について （1/2）

Appendix｜アンケート設問一覧



T
B

S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

ジ
ャ
パ
ン

P
o

la
ris.A

I

富
士
通Ja

p
a
n

東
京
書
籍

アンケート設問

Appendix｜アンケート設問一覧

375

携わっている支援の基本情報について （2/2）
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アンケート設問

Appendix｜アンケート設問一覧
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「ことばの発達と習得のものさし」（ことばの力のものさし）について（1/2）
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アンケート設問

Appendix｜アンケート設問一覧
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「ことばの発達と習得のものさし」（ことばの力のものさし）について（2/2）
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アンケート設問

Appendix｜アンケート設問一覧
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「見取りと指導のアドバイスシート」について
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アンケート設問

Appendix｜アンケート設問一覧
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生成AIの活用について
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Appendix｜アンケート回答
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%

3.9%

8.7%

2.2%

2.2%
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392

設問 まったくそう思わない あまりそう思わない ややそう思う とてもそう思う

「包括的なことばの発達ステージ」と「日本語の習得ステップ」の２つの軸で見る見方
はわかりやすい

1.1% 6.7% 57.0% 35.2%

「ことばの力のものさし」の使用により、子どもの変化や成長の兆しを捉えやすくなる 0.0% 7.8% 58.7% 33.5%

指導・支援内容を決める際に，「ことばの力のものさし」は参考になる 0.0% 8.4% 54.7% 36.9%

学校内で教員・支援者同士で多文化多言語の子どもの状況を共有する際，「ことばの力
のものさし」が共通言語として機能する

6.1% 25.7% 49.2% 19.0%

外部の関係者との連携において, 「ことばの力のものさし」は役立つ 1.7% 16.8% 60.9% 20.7%

「ことばの力のものさし」を使うことで，多文化多言語の子どもの実態を従来より具体
的に説明できる

1.1% 13.4% 53.6% 31.8%

他の教員や支援者にも，「ことばの力のものさし」を勧めたい 0.0% 16.2% 53.1% 30.7%

「ことばの力のものさし」の記述文の量や内容は，実務で扱いやすい 2.2% 26.3% 55.3% 16.2%

日本語の力だけでなく，母語も含めた包括的なことばの力の理解に役立つ 1.1% 9.5% 52.0% 37.4%

今後も継続して，「ことばの力のものさし」を使いたい 0.6% 11.2% 50.8% 37.4%

「斜め方向の支援」と「たて方向の支援」の図はわかりやすい 2.2% 16.8% 49.7% 31.3%

アンケート回答

Appendix｜アンケート回答
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設問 まったくそう思わない あまりそう思わない ややそう思う とてもそう思う

「ことばの力のものさし」の研修や説明があれば，誰でも使えると
感じる

2.2% 24.6% 53.6% 19.6%

「ことばの力のものさし」は，多文化多言語の子どものことばの発
達と習得を把握するうえで役に立つ

0.0% 5.0% 56.4% 38.5%

「ことばの力のものさし」は学校全体の支援体制の改善に役立つと
感じる

0.0% 18.4% 55.9% 25.7%

保護者への説明を行う際に，「ことばの力のものさし」は役立つ 1.1% 22.3% 55.9% 20.7%

「ことばの力のものさし」の使用により，子どもの強みを捉える視
点が広がる

0.6% 6.7% 56.4% 36.3%

「ことばの力のものさし」の記述文を読んで,   具体的な指導・支援
方法を思いつくことができる

1.1% 20.7% 59.8% 18.4%

「ことばの力のものさし」の運用にかかる時間は妥当だと感じる 6.7% 27.9% 50.8% 14.5%

子どもの「できていること」「次にできそうなこと」を整理する際
に，「ことばの力のものさし」は役立つ

0.0% 11.7% 59.8% 28.5%

ことばの力以外に,子どもの背景や「できること」を捉える視点が広
がる

0.6% 14.0% 56.4% 29.1%

「包括的なことばの発達ステージ」と「日本語の習得ステップ」の
２つの軸で見る見方は役に立つ

0.6% 7.3% 59.2% 33.0%

ステージとステップのマトリックス図はわかりやすい 1.1% 12.3% 59.8% 26.8%

アンケート回答
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設問 まったくそう思わない あまりそう思わない ややそう思う とてもそう思う

「包括的なことばの発達ステージ」〈聞く・話す〉の記述文は理
解しやすい

1.1% 12.3% 65.4% 21.2%

「包括的なことばの発達ステージ」〈読む〉の記述文は理解しや
すい

1.7% 13.4% 64.8% 20.1%

「包括的なことばの発達ステージ」〈書く〉の記述文は理解しや
すい

1.1% 13.4% 63.7% 21.8%

「日本語の習得ステップ」〈聞く・話す〉の記述文は理解しやす
い

1.1% 13.4% 62.0% 23.5%

「日本語の習得ステップ」〈読む〉の記述文は理解しやすい 1.1% 14.0% 63.7% 21.2%

「日本語の習得ステップ」〈書く〉の記述文は理解しやすい 1.1% 14.5% 64.2% 20.1%

アンケート回答
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398

回答内容（一部抜粋）

ことばの力をどう捉え、どう評価したらいいか、という概念についてはよく理解できるし、これをうまく当てはめられれば、生徒の状況を正確に把握して、取組みを考えることがで
きる、と思う一方、実際に生徒をアセスメントして、どの段階にあるか正確に見立てて、個別に評価するとともに指導の計画を立てるには、経験もセンスも必要で、しかもかなりの
時間と労力を要する。

年齢枠で記述されており、ステージやステップの判断がしやすいです。特に、包括的なことばの力を理解することは、支援に関わるすべてにおいて効果的であると思います。

外国ルーツ生徒が増加する中、一つの基準として広まることは、大変望ましいことだと感じる。

一人ずつ見取るのに時間がかかるため、全員行うのに膨大な時間がかかる。

2023年および2024年に東京外大主催の研修を受けさせていただきました。つまり、みっちり研修を受ける機会をいただきましたし、作成途中の記述文の変化や、作成における作成者
の先生方の思いも十分すぎるくらい学ぶ機会を与えていただきました。それでも、正しい診断ができないことがあり、今後も継続的に作成者ご本人を中心とする、ことばのものさし
を熟知されている方による検修を受けることが必要だと感じています。また、本校で、職員間で広く共有していくためには、広める立場である自分が、さらによく理解して伝えてい
く必要があると思います。

ステージ，ステップを決めるときに子供の実態に幅があり迷う．数字より実態が大切ということは承知していますが． 母語での力を測る人や時間がない．

記述文は端的な表現が使われているため、コンパクトにまとまっていてわかりやすいですが、指導の経験が浅い人にとっては、具体的な子どもの姿を誤って捉えてしまう場合もある
と感じています。研修等でのブラッシュアップを図りつつ、ものさしを活用していければと考えています。

学びのために必要な力を、「ことばの力」だけでなく「年齢に伴う認知的な発達」にも目を向けられ明記されたことで、指導者の意識が変わる大きな契機になると感じている。言語
の力も習得途中の日本語力だけで判断されるのではなく母語も含めたことで、学習場面においても母語の活用も含まれた支援の工夫も考えていこうと思う。各ステージに書かれた項
目をみてどれだけ測れるか私たちの研鑽にもかかってくるかと思われる。

日本語指導者、担任や保護者で共有できる明確な物差しが整備されるのは、とても有効だと思う。面談などでも、学習の困難さが言葉の問題なのか否か、という話をする機会が多い。
しかし、発達段階を項目で測り切るのが少し難しいと感じる。日本語指導者だけでは見とれない学校生活での様子を担任などと話し合い、ものさしに落とし込む業務量も気になる。
日本語指導者は、非常勤の講師なども多いことも理由の一つです。もしこれが、正確に運用できたなら、とてもわかりやすく、指導に生かせると思う。

「12.「ことばの力のものさし」を知っていますか」の設
問にて、「記述分の内容までよく知っている」ないしは
「概要を知っている」と回答した人」による自由記述
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設問 まったくそう思わない あまりそう思わない ややそう思う とてもそう思う わからない

「包括的なことばの発達ステージ」と「日本語の習得ステップ」の２つ
の軸で見る見方はわかりやすい

1.4% 4.8% 36.1% 10.9% 46.9%

「ことばの力のものさし」の使用により、子どもの変化や成長の兆しを
捉えやすくなる

1.4% 5.4% 40.8% 10.9% 41.5%

指導・支援内容を決める際に，「ことばの力のものさし」は参考になる 1.4% 3.4% 34.7% 17.7% 42.9%

学校内で教員・支援者同士で多文化多言語の子どもの状況を共有する際，
「ことばの力のものさし」が共通言語として機能する

2.0% 8.2% 35.4% 8.2% 46.3%

外部の関係者との連携において, 「ことばの力のものさし」は役立つ 1.4% 6.8% 35.4% 10.9% 45.6%

「ことばの力のものさし」を使うことで，多文化多言語の子どもの実態
を従来より具体的に説明できる

1.4% 6.8% 38.1% 10.9% 42.9%

他の教員や支援者にも，「ことばの力のものさし」を勧めたい 1.4% 7.5% 33.3% 8.8% 49.0%

「ことばの力のものさし」の記述文の量や内容は，実務で扱いやすい 1.4% 7.5% 32.7% 6.1% 52.4%

日本語の力だけでなく，母語も含めた包括的なことばの力の理解に役立
つ

1.4% 6.1% 36.7% 10.2% 45.6%

今後も継続して，「ことばの力のものさし」を使いたい 2.0% 4.1% 36.1% 10.9% 46.9%

「斜め方向の支援」と「たて方向の支援」の図はわかりやすい 1.4% 6.8% 36.7% 6.1% 49.0%
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設問 まったくそう思わない あまりそう思わない ややそう思う とてもそう思う わからない

「ことばの力のものさし」の研修や説明があれば，誰
でも使えると感じる

2.7% 4.8% 39.5% 12.2% 40.8%

「ことばの力のものさし」は，多文化多言語の子ども
のことばの発達と習得を把握するうえで役に立つ

2.0% 4.1% 34.7% 17.0% 42.2%

「ことばの力のものさし」は学校全体の支援体制の改
善に役立つと感じる

2.0% 6.8% 36.1% 12.9% 42.2%

保護者への説明を行う際に，「ことばの力のものさ
し」は役立つ

2.0% 7.5% 36.7% 10.2% 43.5%

「ことばの力のものさし」の使用により，子どもの強
みを捉える視点が広がる

2.0% 4.1% 37.4% 12.2% 44.2%

「ことばの力のものさし」の記述文を読んで,   具体的
な指導・支援方法を思いつくことができる

2.7% 6.8% 32.0% 10.9% 47.6%

「ことばの力のものさし」の運用にかかる時間は妥当
だと感じる

2.7% 5.4% 25.9% 8.8% 57.1%

子どもの「できていること」「次にできそうなこと」
を整理する際に，「ことばの力のものさし」は役立つ

2.0% 3.4% 37.4% 12.9% 44.2%

ことばの力以外に,子どもの背景や「できること」を
捉える視点が広がる

2.0% 4.1% 34.7% 12.2% 46.9%

「包括的なことばの発達ステージ」と「日本語の習得
ステップ」の２つの軸で見る見方は役に立つ

2.0% 4.8% 32.7% 12.2% 48.3%

ステージとステップのマトリックス図はわかりやすい 2.0% 6.1% 33.3% 8.2% 50.3%



T
B

S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

ジ
ャ
パ
ン

P
o

la
ris.A

I

富
士
通Ja

p
a
n

東
京
書
籍

アンケート回答

Appendix｜アンケート回答

403



T
B

S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

ジ
ャ
パ
ン

P
o

la
ris.A

I

富
士
通Ja

p
a
n

東
京
書
籍

アンケート回答

Appendix｜アンケート回答

404

設問 まったくそう思わない あまりそう思わない ややそう思う とてもそう思う わからない

「包括的なことばの発達ステージ」〈聞く・話す〉
の記述文は理解しやすい

1.4% 6.1% 38.8% 8.2% 45.6%

「包括的なことばの発達ステージ」〈読む〉の記述
文は理解しやすい

1.4% 7.5% 36.7% 8.2% 46.3%

「包括的なことばの発達ステージ」〈書く〉の記述
文は理解しやすい

1.4% 5.4% 38.1% 8.2% 46.9%

「日本語の習得ステップ」〈聞く・話す〉の記述文
は理解しやすい

1.4% 5.4% 37.4% 9.5% 46.3%

「日本語の習得ステップ」〈読む〉の記述文は理解
しやすい

1.4% 4.8% 38.8% 8.2% 46.9%

「日本語の習得ステップ」〈書く〉の記述文は理解
しやすい

1.4% 5.4% 37.4% 8.2% 47.6%
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設問 まったくそう思わない あまりそう思わない ややそう思う とてもそう思う

アドバイスシートの構成やレイアウトは読みやすい 3.1% 19.9% 66.3% 10.7%

提案されている指導方法は，具体性があり実行可能だと感じる 2.5% 16.3% 68.1% 13.2%

アドバイスシートの内容は,   学校外の支援者や関係者との連携
に活用しやすい

2.5% 16.6% 63.8% 17.2%

アドバイスシートは，児童生徒の理解と指導改善に役立つと感じ
る

2.5% 11.3% 64.4% 21.8%

アドバイスシートの内容は，学校内で教員・支援者同士での情報
共有に役立つ

2.5% 12.0% 62.6% 23.0%

アドバイスシートを読むことで，児童生徒の学びの全体像が掴み
やすくなる

2.5% 14.1% 63.2% 20.2%

校内の支援会議やケース会議で，子どもの状況を説明する際に役
立つ

2.1% 14.4% 60.1% 23.3%

子どもの「つまずき」や「支援ニーズ」が適切に把握されている
と感じる

2.5% 16.0% 62.0% 19.6%

子どもの「強み」が明確に示されている 2.5% 16.3% 64.4% 16.9%

必要な情報が適切にまとめられていると感じる 3.4% 13.2% 65.6% 17.8%
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設問 まったくそう思わない あまりそう思わない ややそう思う とてもそう思う

（母語の翻訳があれば）子どもの成長や課題を，
保護者に伝える際の根拠を示すのに役立つ 2.1% 11.7% 60.4% 25.8%

今後もアドバイスシートを活用したい 3.7% 17.2% 60.1% 19.0%

アドバイスシートに記載された指導のポイントは，
現場の実践に取り入れやすい 2.8% 17.2% 63.2% 16.9%

実務の中で扱いやすい分量になっている 6.4% 30.1% 53.7% 9.8%

子どもの「次に伸ばしたい力」が明確に示されて
おり，指導につなげやすい 2.1% 13.5% 66.3% 18.1%

観察内容が具体的に記述されており，理解しやす
い 3.1% 12.0% 67.5% 17.5%

他の教員や支援者にも活用を勧めたいと思う 3.1% 21.2% 58.3% 17.5%

アドバイスシートにより，授業や個別指導の計画
を立てやすくなる 2.8% 13.8% 64.1% 19.3%

（母語の翻訳があれば）アドバイスシートは，保
護者への説明資料としても使いやすい 3.4% 15.6% 57.4% 23.6%

アドバイスシートは多文化多言語の子どもの言語
的特徴や学習上のニーズを分かりやすく整理して
いる

2.8% 15.6% 62.6% 19.0%
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411

回答内容（一部抜粋）

アドバイスに至るまでに現場が入力しなければならない項目を選択制を取り入れるなどして、負担軽減してほしい。

文化的言語的に多様な背景を持つ外国人児童生徒等の教育として、一人の児童生徒の将来に向けて計画的に正しく支援していくことができると思います。アドバイスは、管理職、担
任、国際担当など、だれが読んでもわかりやすい文で説明されており、支援方法も具体的です。早く完成できることを期待しています。

正直、関心が薄い人がこの文章量を読むことはないのではないだろうか。具体的に書かれていることの良さが、この文書量とレイアウトでは伝わりにくいと感じる。現在のアドバイ
スシートは元データとして作成し、それを元にした簡易版があるとよいのではないか。

子どもの姿から、どのような指導が有効か、今後の見通しも含めて大変具体的なアドバイスが書かれていると思いました。一方で、この「よくできている」アドバイスを読んで、そ
れぞれが勝手にわかった気になってしまいそうだとも思いました。一般化されたアドバイスだということを認識して、アドバイスシートで気付かされた視点をもとに実際の子どもを
見て、それぞれの立場でさらに具体的な指導を考えて、実行する必要があると思います。管理職の欄等連携について書かれていますが、このアドバイスをもとに関係者が集まって具
体の支援方法を出すなどの機会をもつことが重要ではないかと感じました。

支援なしで教科学習に参加できるようになる期間が具体的に記載してあるので、できない＝ダメな子と安易に判断されないと思うのですごく良いと思いました。

児童の実態の現状とアドバイスがポジティブに書かれていてとても良いと思った。担任、教科担任には荷が重い場合もあるが、まずはみんなで共有することができるアドバイスシー
トだと思う。活用させていただきたい。

とても詳しく書いてあり、児童生徒の姿がイメージでき、非常に役に立ちます。それぞれの立場の人たちにとって目指す方向が見え、とてもいいと思います。

シート自体はよくできていて、全部記入できれば素晴らしい見取りで支援指導に活用できると思います。しかしシートを作成する時間がありません。日本語指導の時間を捻出するだ
けでも大変なのにDLAを実施したり母語の力を測ったりするのは難しいです。人数も多いので捌ききれません。また、ある程度の期間で修正や目標の再設定が必要だと思うので継続
していくためにはもう少し負担の少ないものになるといいと思います。本校の国際教室は私が主担当なのですが、ほかの先生に依頼するのは心苦しく思ってしまいます。
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設問 まったくそう思わない あまりそう思わない ややそう思う とてもそう思う

日常的に生成 AI（ChatGPT 等）を活用し、
指導に役立てている

19.0% 35.0% 30.4% 15.6%

多文化多言語の子どもの教育に特化した生
成 AI があれば活用したい

3.1% 12.0% 49.7% 35.3%

生成AIの支援なしでこのアドバイスシート
を作成するために必要な専門知識やスキル
が、自分には不足していると感じる

1.2% 9.8% 46.0% 42.9%

生成 AI が仮にこのような見取りと指導の
アドバイスシートを作成したら、見取りに
役立つ

2.8% 13.8% 54.0% 29.4%

生成 AI が仮にこのような見取りと指導の
アドバイスシートを作成したら、指導に役
立つ

3.1% 12.6% 55.2% 29.1%
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回答内容（一部抜粋）

現場で指導する立場ではないので、どのように活用しようとしているかはあまりよくわからない。結局のところ、生徒とやりとりをしながら情報を得る、というプロセ
スが鍵を握ってくるので、対話のキャッチボールをサポートしてくれる機能に、多言語対応する性能があることが、現場を助けることにつながるのではないかと思う。

色々な負担が減るのであれば、どんどん活用していくといいと思う。

別の内容で生成AIを活用をした研究をしてきた経験から、生成AIの活用していくことはよいと思うが、出てきた結果をもとに実際の児童生徒について複数人で、その支
援でよいか、保護者に伝える内容として適切かについて検討する時間が必ず必要となると思います。

実施した動画をAIが見取って判断できるともっと使いやすい．

必ず人間が実態を把握する必要があるが、アドバイスシートの作成等は負担軽減につながると思う。

生成AIの精度に左右されると思いますが、実用化できれば見取りや指導等を考える上で先生方の大きな支えになると思います。

生成AIを活用してみたい思いはある。このシートを見て、実践したい指導法も見つけられるし、児童の個々の特徴がわかりやすくまとまっていて、説得力がある。担任
など学校内での共通認識もとりやすい。しかし、あくまでも、1つの視点としてのものであり、利用の仕方と、外部への共有は慎重になるべきだと思う。児童の実態は、
単純ではない。 このシートありきで物事が進んでいくことには危惧を感じる。

AIの活用について、①教科書本文をやさしい日本語に書き換えワークシートを作成する②保護者への連絡メール文や学校からの手紙を翻訳する、この2点で頻繁に活用
しています。スムーズに作成できればと思っています｡

生成AIを評価から教材の提案 教材作成に使えたらいいと思う。現在教材作りに使おうと試したことがあるが、うまくいかなくて中断している。諦めずに試してみて、
評価から教材作りまでやってみたいとは思っているが、苦手意識がある。

現場の先生方が活用できる日を待っています
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